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「第 77回（2025年度）日本放送協会放送文化賞」は、次の方々に贈呈することに決定しました。 
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 この賞は、１９４９（昭和２４）年度に放送開始２５周年事業として創設したもので、放送事業の発展、

放送文化の向上に功績のあった方々に贈呈しており、これまでの受賞者は今回の６組を合わせて５０６

組となります。 

 受賞者の選考は、ＮＨＫ副会長が委員長を務め、池端俊策氏（脚本家）、伊東晋氏（東京理科大学名

誉教授）、大日向雅美氏（恵泉女学園大学学長）、鳥飼玖美子氏（立教大学名誉教授）、 増田明美氏

（スポーツジャーナリスト）、毛利衛氏（宇宙飛行士・日本科学未来館名誉館長）と、ＮＨＫの理事５人の

計１２人を委員とする選考委員会で行われ、これを受けて会長が決定しました。 

受賞者には佐藤忠良氏作のブロンズ像「ふたば」と副賞を贈呈します。 

 

「第７7回日本放送協会放送文化賞」の贈呈について 
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長年にわたりカメラのイメージセンサーや映像データの圧縮など、放送技術の

幅広い分野で研究開発に取り組んできました。実世界を 3 次元グラフィックと

して取り込む「ボリュメトリックビデオ技術」の礎を築き、この技術はドラマの撮

影でも用いられたほか、AR（拡張現実）や VR（仮想現実）への応用も期待され

ています。また、NHK放送技術審議会・放送技術研究委員会の委員長を歴任す

るなど、放送技術の発展に大きく貢献しています。 

上方落語界を代表する落語家として半世紀以上にわたり第一線で活躍し、古典

から創作まで幅広い演目で多くの視聴者に笑いを届けてきました。上方落語の

魅力を広く国内外へ発信しているほか、卓越した話芸と進行力で演芸番組に限

らず、各種情報番組や教養番組への出演を重ねるとともに、連続テレビ小説

「風のハルカ」をはじめ数多くのテレビドラマにも出演するなど、幅広いジャン

ルで放送文化の振興に貢献しています。 

１９５６年に芸能界入りして以降、時代劇を中心に数多くの作品に出演し、時代

劇トップスタ―としての地位を確立。2025 年に芸歴 70 年を迎えました。民

放の人気作品で長年にわたって主演を務めたほか、NHKでは、５本の大河ドラ

マに出演し、２025 年の「べらぼう〜蔦重栄華乃夢噺〜」でも大きな存在感を

示しました。また、歌手としても活動するなど、多方面で放送文化の発展に貢

献。いまなお「ミスター時代劇」として多くの視聴者の支持を得ています。 

「第７7回日本放送協会放送文化賞」受賞者のご紹介 
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日本初の本格的連続テレビアニメ「鉄腕アトム」から活動を重ね、以降数々の作

品で主要キャラクターに命を吹き込み、日本のアニメ文化の礎を築いてきまし

た。NHK では１９９６年に始まった E テレの人形劇「ざわざわ森のがんこちゃ

ん」で主人公の友達・ケロちゃん役として３０年にわたり出演しているほか、科

学番組やラジオ番組への出演や語りなど幅広いジャンルで活躍。その類いまれ

な表現力で放送文化の普及と質の向上に貢献し続けています。 

デビュー以来、時代を超えて愛される名曲を数多く発表し、日本の音楽シーン

をけん引してきました。連続テレビ小説「春よ、来い」をはじめ、数々のドラマの

主題歌を担当してきたほか、ドラマやドキュメンタリー番組への楽曲提供や語

りを担当。その表現は視聴者の心に深く響き、番組の世界観を豊かに彩ってき

ました。さらに、音楽番組では AI 技術を取り入れたパフォーマンスに挑戦する

など、多岐にわたる形で日本のポップミュージックと放送文化の発展に寄与し

ています。 

障害者相談支援の第一人者として活躍するかたわら、200９年からEテレ「きら

っといきる」、「バリバラ」にコメンテーターとしてレギュラー出演。自らの経験や

知見を踏まえた平易で的確なコメントとユーモアあふれる語り口で人気を博し、

世代や障害の有無を超えて支持されました。メディアと福祉をつなぎ、誰もが

「ありのまま」で生きられる社会を目指す姿勢は、多くの視聴者に勇気と気づき

を与えるとともに、放送文化の発展に大きく寄与しています。 


